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＜割合と比＞
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第3回:割合と比

✓割合

✓比

2



3

●割合：割合とは、特定の部分が全体の数（または、量）に対してどのくら
い占めているかを知るための数値です。全体を１として、それに対する
数値を小数や分数で示します。あるいは、小数や分数から百分率
（パーセント：％）、または、歩合（割・分など）に表現を置き換えて、提示
される場合もあります。

◆解き方とポイント

単位変換を覚えておきましょう。

１＝１００％＝１０割
０．１＝１０％＝１割
０．０１＝１％＝１分
０．００１＝０．１％＝１厘

問題の中で、割合が分数が「〇分の〇」と
いう表現で表される場合もあります。
小数やその他の表現との対応関係を
確認しましょう。

５分の４＝４/５＝４÷５＝８０％＝８割
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例題 １

小数０．４５を百分率（パーセント：％）および歩合（割・分）で正しく表してる
組み合わせはどれか。

A  ０．４５％、０．４５割 Ｂ ４．５％、４５割 Ｃ ４５％、４割５分
Ｄ ４．５％、４割５分 E ４５％、４５割 Ｆ A～Eのいずれでもない

では、解説していきましょう！

<解説>
１％＝０．０１という関係が成り立つから、０．４５は４５％である。

また、１割＝０．１、１分＝０．０１だから、０．４５は４割５分である。

答え：Ｃ
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例題 ２

４０人のクラスでアンケートを実施したところ、２８人が「音楽が好き」と答えた。
音楽が好きな学生の割合は何％か。

A  ３０％ Ｂ ４０％ Ｃ ５０％
Ｄ ６０％ Ｅ ７０％ Ｆ A～Eのいずれでもない

では、解説していきましょう！

<解説>

線分図を見ながら次のページで考えていきましょう。
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割合での
対応関係

実際の値
での

対応関係

１００％

(２８÷４０×１００ ） ％

好き：２８人

クラス全体：４０人

２８÷４０×１００＝７０％

２８/４０＝７/１０ 答え：Ｅ
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練習問題

（１）小数０．２３を百分率（パーセント：％）及び歩合(割・分）で正しく表している
組み合わせはどれか。

A  ２.３％、２割３分 Ｂ ２.３％、２３割 Ｃ ０.２３％、０.２３割
Ｄ ２３％、２割３分 Ｅ ２３％、２３割 Ｆ A～Eのいずれでもない

（２）４分の３を百分率（パーセント：％）及び歩合(割・分）で正しく表している組
み合わせはどれか。

A   ２.５％、２５割 Ｂ ３.３％、３割 Ｃ ５５％、５割５分
Ｄ ５.５％、５５割 Ｅ ７５％、７割５分 Ｆ A～Eのいずれでもない

３/４＝７５/１００＝０.７５＝７５％＝７割５分

０．２３＝２３％＝２割３分 答え Ｄ

答え Ｅ
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練習問題

（３）６０人のクラスでアンケートを実施したところ、３人が「物理が好き」と答えた。
物理が好きな学生の割合は何％か。

A  ５％ Ｂ １０％ Ｃ １５％
Ｄ ２０％ Ｅ ２５％ Ｆ A～Eのいずれでもない

◆解き方とポイント（ここは、割合なのですが、比で解くと早く解けるので・・・）

比にもいくつかの解き方があります。テキストの解き方は「等しい比の性質を利用」
したもの。それ以外に「内項の積と外項の積は等しい」があります。

比で利用する「：」にも「÷」という意味があるのです。

例えば、「２：５」は「 」という意味です。（２は５の何倍なのかを表すということ）
２

５



６０人のクラス３人「物理が好き」

全体１＝１００％の中で何％が物理が好きなのかを知りたい。
わからないものは、ｘとおくので、物理好きなｘ％。

全体１００％中のｘ％とクラス全体６０人の３人が等しいから

１００：ｘ＝６０：３

ここで、「内項の積・外項の積」を使いましょう！

１００：ｘ＝６０：３ 内項同士を掛けて＝外項同士を掛けます。
つまり、６０ｘ＝３００

ｘ＝３００÷６０＝５ 答え：Ａ ５％
9

内項

外項
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練習問題

（４）４８人が乗る大型バスで観光客に質問したところ、３６人が「今回初めて訪れた
観光地である」と手を挙げた。手を挙げた観光客の割合は何％か。

A  ５５％ Ｂ ６０％ Ｃ ６５％
Ｄ ７０％ Ｅ ７５％ Ｆ A～Eのいずれでもない

この場合、４８人の中の３６人が何％なのか知りたい。
４８人が全体の人数なので、１００％。知りたいものはｘ％。

１００（％）：ｘ（％）＝４８：３６

さあ、皆さんはもうわかりましたよね。そう、「内項の積・外項の積」です。

４８ｘ＝１００×３６ ４８ｘ＝３６００ ｘ＝３６００÷４８ ｘ＝０．７５

答え Ｅ ７５％
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●比：比とは、ある２つ以上の数（または、量）について、大きさの関係
を表すのに用いられるものです。ある２つの数をａ，ｂとすると、
「ａ：ｂ」の形式で表現します。（数は２つ以上となる場合もあります。）

◆解き方とポイント

先ほどの割合で、すでに「比」のことを学びましたので、例題に進みましょう。

例題

男性が５６人、女性が４２人のグループがある。男女比（男性：女性）を表しなさい。

A  ２：１ Ｂ ３：２ Ｃ ３：５
Ｄ ５：４ Ｅ ４：３ Ｆ A～Eのいずれでもない

男性：女性＝５６：４２ これを簡単にするには、最大公約数で割ります。
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例題

男性が５６人、女性が４２人のグループがある。男女比（男性：女性）を表しなさい。

A  ２：１ Ｂ ３：２ Ｃ ３：５
Ｄ ５：４ Ｅ ４：３ Ｆ A～Eのいずれでもない

男性：女性＝５６：４２ これを簡単にするには、最大公約数で割ります。

５６ ４２

２８ ２１

２

７

４ ３

覚えていますよね。
そうです、「すだれ算」です。

最大公約数は
２×７＝１４
５６と４２を１４で
割りましょう。

５６：４２＝４：３ 答え Ｅ ４：３
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練習問題

（１）粉薬ＰとＱがそれぞれ５０ｇ、３５ｇずつ配合された処方箋がある。粉薬Ｐ、Ｑの
重量比Ｐ：Ｑを求めなさい。

A  １０：７ Ｂ ７：１０ Ｃ ５：３
Ｄ ３：５ Ｅ ２５：１３ Ｆ A～Eのいずれでもない

Ｐ：Ｑ＝５０：３５ 簡単な数値にするために、最小公倍数の５で割ると
Ｐ：Ｑ＝１０：７

答え Ａ １０：７

イラスト引用 https://sozai-cafe.com/

https://sozai-cafe.com/
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練習問題

（２）リンゴとバナナが１：３の比率である。バナナの割合はいくらか。百分率（％）で
答えなさい。

A  ４５％ Ｂ ５５％ Ｃ ６５％
Ｄ ７５％ Ｅ ８５％ Ｆ A～Eのいずれでもない

全体１を１：３の割合いに分けるので、１を４つにわけることになる。
バナナは、４つの内の３つなので、１００÷４×３＝７５

答え Ｄ ７５％

イラスト引用バナナ：https://stockmaterial.net/
リンゴ： https://illust8.com/contents/280

https://stockmaterial.net/
https://illust8.com/contents/280
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練習問題

（３）同窓会イベントの参加者について、在校生と卒業生の比率が３：８である。
在校生が２９１人の場合、卒業生は何人か。

A  ６５１人 Ｂ ７７６人 Ｃ ８２３人
Ｄ ８７３人 Ｅ ９４２人 Ｆ A～Eのいずれでもない

卒業生が何人かなので、ｘ（人）とする。
在校生：卒業生＝２９１：ｘ。
これが、３：８なので、
２９１：ｘ＝３：８

「内項の積・外項の積」を使って、 ３ｘ＝２９１×８
３ｘ＝２３２８

x＝７７６
答え Ｂ ７７６人


